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写真1　黒部峡谷｢下の廊下｣ i日日電歩道　吊桟道と測量のための吊越し　撮影年代不詳(昭和31年頃か)
(写真は表紙･本文とも関西電力(樵)所蔵)

黒
部
ダ
ム
5
0
周
年
を
迎
え
て

吉
藤
　
学

黒
部
ダ
ム
は
昭
和
3
 
8
年
の
竣
工
か
ら
今
年
で
5
0
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
っ
た
｡

く

ろ

よ

ん

黒
部
ダ
ム
(
通
称
‥
黒
四
ダ
ム
)
の
竣
工
ま
で
は
7
年
の
歳
月
と
延
べ

-
千
万
人
の
労
働
力
を
か
け
て
完
成
し
､
高
さ
1
8
6
m
､
堤
長
4
9
2
m
､

貯
水
量
は
約
2
億
立
方
メ
ー
ト
ル
の
日
本
最
大
の
ア
ー
チ
式
ド
ー
ム
越
流
型

ダ
ム
で
あ
る
｡

黒
四
建
設
は
難
工
事
が
予
想
さ
れ
た
が
､
当
時
は
電
力
供
給
の
確
保
が
最

大
の
急
務
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
､
こ
の
北
ア
ル
プ
ス
の
秘
蹟
に
挑
む
大
規
模

工
事
に
着
手
し
た
｡
ダ
ム
建
設
に
は
大
量
の
工
事
用
替
新
堂
寸
が
必
要
で
あ
り
､

こ
の
工
事
用
資
材
等
を
輸
送
す
る
大
動
脈
と
し
て
､
大
町
ト
ン
ネ
ル
の
開
通

が
最
も
緊
急
を
要
す
る
工
事
と
な
っ
た
｡

大
町
側
で
は
市
街
地
か
ら
日
向
山
､
扇
沢
ま
で
の
道
路
整
備
と
大
町
ト
ン

ネ
ル
(
現
関
電
ト
ン
ネ
ル
)
の
掘
削
工
事
を
開
始
し
た
が
､
大
町
ト
ン
ネ
ル
の

工
事
中
に
大
破
砕
帯
に
遭
遇
す
る
こ
と
と
な
っ
た
｡
し
か
し
､
こ
の
大
規
模

工
事
を
完
遂
す
る
た
め
､
当
時
の
土
木
技
術
と
英
知
を
集
め
､
ま
た
､
社
内

で
は
直
接
黒
四
ダ
ム
建
設
に
関
連
し
な
い
職
場
か
ら
も
｢
黒
四
に
手
を
か
そ

う
｣
を
合
言
葉
に
､
ま
さ
に
全
社
一
体
と
な
っ
た
｢
-
ろ
よ
ん
ス
ピ
リ
ッ
ト
｣

を
発
揮
し
て
､
人
類
史
上
稀
に
み
る
大
規
模
工
事
を
昭
和
3
8
年
6
月
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
た
｡

こ
の
事
っ
に
黒
四
ダ
ム
建
設
工
事
は
世
紀
の
大
工
事
と
い
わ
れ
､
当
社
の

社
運
を
賭
し
て
建
設
し
た
も
の
で
､
そ
の
建
設
に
関
わ
っ
た
協
力
会
社
を
含

む
先
輩
方
の
｢
-
ろ
よ
ん
ス
ピ
リ
ッ
ト
｣
は
5
0
年
た
っ
た
今
も
当
社
社
員
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
｡

ま
た
､
秘
境
と
し
て
特
別
な
登
山
家
以
外
､
人
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た
黒
部
の
奥
地
で
あ
っ
た
が
､
工
事
完
成
後
の
昭
和
3
9
年
8
月
か
ら
大
町
ト

ン
ネ
ル
に
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
(
無
軌
条
電
車
)
を
運
行
し
､
一
段
の
方
も
自
由
に

行
-
こ
と
の
で
き
る
自
然
公
園
と
し
て
壮
大
な
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
､
今
で
は
年
間
約
1
0
0
万
人
の
来
客
数
を
迎
え
る
よ
う
に

な
っ
た
｡
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
､
原
子
力
発
電
の
再
稼
動
が
見
通
せ
ず
､

燃
料
費
の
高
騰
等
に
よ
り
電
力
の
経
営
は
大
変
厳
し
い
も
の
で
あ
る
が
､
今

こ
そ
｢
-
ろ
よ
ん
ス
ピ
リ
ッ
ト
｣
を
強
-
胸
に
抱
き
､
こ
の
観
光
事
業
を
通
じ

て
､
失
わ
れ
た
電
力
の
信
頼
回
復
に
向
け
た
の
ろ
し
を
大
町
の
地
か
ら
あ
げ

て
い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
る
｡
(
関
西
電
力
㈱
黒
四
管
理
事
務
所
　
所
長
)
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写真2　黒部lii源流　左奥は鷲羽岳､

右は二俣蓮華岳(空撮)昭和32年8月20日
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写真3　黒部峡谷　平ノ小屋(ダム湛水によ
る移転の前)昭和33年9月14日

鋳物悼と山

｢
く
る
よ
ん
｣
の
詰

は
じ
め
に

昭
和
2
6
年
5
月
､
電
気
事
業
再
編
成
に
よ
り
､
日
本

発
送
電
㈱
と
全
国
9
配
電
会
社
が
解
散
し
､
代
わ
っ
て

9
地
区
に
発
送
配
電
一
貫
経
営
の
電
力
会
社
が
誕
生
し

て
､
黒
部
川
上
流
方
面
の
水
力
電
源
は
､
関
西
電
力
に

引
継
が
れ
ま
し
た
｡
私
は
､
こ
の
年
に
関
西
電
力
に
入

社
し
､
昭
和
3
 
1
年
7
月
､
豊
能
川
第
四
発
電
所
建
設
着

工
と
同
時
に
大
町
に
着
任
し
て
建
設
経
理
を
担
当
し
､

昭
和
4
0
年
ま
で
工
事
の
精
算
業
務
を
し
て
い
ま
し
た
｡

黒
四
工
事
に
つ
い
て
は
色
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ

れ
て
お
り
､
本
稿
で
は
紙
数
の
都
合
上
､
数
値
デ
ー
タ

を
含
め
て
内
容
を
か
な
り
省
略
し
ま
し
た
｡
職
名
､
名

称
な
ど
は
､
当
時
の
も
の
を
使
用
し
ま
し
た
｡

昨
年
､
関
西
電
力
の
依
頼
で
､
彪
大
な
工
事
記
録
写

真
の
う
ち
､
約
2
6
,
0
0
0
枚
に
つ
い
て
､
デ
ジ
タ

ル
化
保
存
の
た
め
の
選
定
と
コ
メ
ン
ト
の
記
入
作
業

を
､
数
カ
月
を
か
け
て
行
な
い
ま
し
た
が
､
掲
載
写
真

は
そ
の
中
か
ゝ
ら
選
び
ま
し
た
｡

黒
四
の
由
来

昭
和
2
0
年
の
終
戦
後
､
日
本
の
産
業
復
曲
(
が
急
速
に

進
み
､
電
力
供
給
が
追
い
付
か
ず
､
特
に
関
西
は
深
刻

な
電
力
不
足
で
､
一
刻
も
早
-
新
し
い
巨
大
電
源
を
開

発
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
｡
ま
た
､
当
時
の
電
源
構

成
は
､
水
主
火
従
か
ゝ
づ
､
大
規
模
新
鋭
火
力
が
電
源
の

主
力
と
な
る
火
主
水
従
へ
移
行
し
っ
つ
あ
り
ま
し
た

が
､
火
力
発
電
は
大
き
な
電
力
需
要
の
変
動
に
急
速
に

対
応
で
き
な
い
た
め
､
需
要
の
変
動
に
素
早
-
対
応
で

き
る
調
整
能
力
の
大
き
い
､
大
容
量
貯
水
池
方
式
､
大

岩
見
　
孝
之

出
力
の
水
力
発
電
所
の
開
発
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
｡

こ
の
要
求
に
最
適
の
条
件
を
整
え
て
い
た
の
が
黒
部
川

第
四
発
電
所
〔
以
下
｢
黒
四
(
-
ろ
よ
ん
)
｣
〕
で
し
た
｡

黒
四
の
役
割

黒
部
川
第
四
発
電
所
の
ダ
ム
(
以
下
｢
里
蔀
ダ
ム
｣
)

は
､
従
来
の
流
れ
込
み
式
ダ
ム
で
は
な
-
､
春
か
ち
の

雪
解
け
水
､
梅
雨
期
の
降
水
を
､
バ
ッ
テ
リ
ー
と
し
て

の
大
貯
水
池
に
貯
め
て
お
き
､
台
風
時
の
降
沓
貯
め

て
､
冬
期
に
か
け
て
使
用
し
て
い
-
と
い
う
年
間
通
じ

て
の
流
量
穎
即
を
行
な
い
､
黒
四
だ
け
で
な
-
下
流
の

既
設
発
電
所
も
､
冬
期
渇
水
期
に
稼
働
で
き
る
よ
う
に

計
画
さ
れ
ま
し
た
｡
ま
た
､
最
大
毎
秒
7
2
ト
ン
の
黒
四
の

使
用
水
量
を
有
効
に
利
用
す
れ
ば
､
下
流
に
発
電
所

の
新
･
増
設
が
可
能
と
な
り
､
黒
四
の
完
成
後
､
新
黒

部
川
第
三
発
電
所
､
新
里
蔀
川
第
二
発
電
所
が
新
設
さ

れ
､
黒
四
の
3
3
万
5
千
柵
と
合
わ
せ
る
と
5
 
1
万
4
千
肘

の
発
電
力
が
､
黒
部
ダ
ム
だ
け
で
確
保
さ
れ
ま
し
た
｡

詞
酉
と
計
画

里
蔀
川
は
､
そ
の
豊
富
な
水
量
と
急
勾
配
に
よ
る
高

落
差
に
よ
り
､
全
国
屈
指
の
優
良
種
源
と
し
て
､
大

正
時
代
か
ら
調
査
開
発
が
進
め
ち
れ
､
大
正
1
 
4
年
に
黒

三
､
黒
四
の
水
利
使
用
許
可
を
得
て
､
日
本
電
力
㈱
に

よ
り
､
昭
和
1
 
5
年
に
黒
三
発
電
所
ま
で
建
設
さ
れ
ま
し

た
が
､
そ
の
上
流
の
里
西
は
､
規
模
の
大
き
さ
と
峻
険

な
地
形
な
ど
の
た
め
､
手
が
つ
け
ち
れ
な
い
ま
ま
で
し

た
｡
(
写
真
2
)

調
査
の
た
め
の
歩
道
は
､
橿
平
-
仙
人
谷
間
左
岸
の

｢
水
平
歩
道
｣
が
大
正
1
 
3
年
に
開
通
｡
大
正
1
 
4
年
､
仙

入
谷
か
ち
上
流
へ
､
現
在
の
黒
部
ダ
ム
地
点
の
鑑
別
沢

か
ち
も
下
流
に
向
か
っ
て
､
黒
部
川
左
岸
に
歩
道
の
開

削
が
行
な
わ
れ
､
昭
和
4
年
に
畠
田
峡
地
点
で
つ
な
が

り
ま
し
た
｡
こ
れ
が
現
在
の
黒
部
川
下
の
廊
下
の
｢
日

電
(
に
ち
で
ん
)
歩
道
｣
で
す
｡
(
表
紙
写
真
1
)
こ
れ
よ

り
先
に
､
旧
財
閥
の
古
河
合
名
会
社
が
､
大
正
8
年

に
､
祖
母
谷
か
ち
餓
鬼
谷
を
下
り
､
右
岸
側
の
か
な
り

高
い
尾
根
を
昇
降
し
て
樺
小
屋
沢
下
手
の
小
屋
場
に
出

る
歩
道
を
拓
き
､
ま
た
高
瀬
川
の
電
源
開
発
を
行
な
っ

た
束
信
電
気
㈱
が
､
豊
能
川
の
中
､
上
流
部
に
目
を
つ

け
て
､
上
流
か
ら
入
っ
て
独
自
の
調
査
を
進
め
､
大
正

1
 
2
･
1
 
3
年
に
｢
平
｣
で
冬
期
気
象
流
量
調
査
を
行
な
い
､

大
正
1
 
4
年
に
､
｢
平
｣
を
中
心
と
し
て
(
写
真
3
)
､
下
流

は
右
序
を
棒
小
屋
の
小
屋
場
ま
で
､
上
流
は
薬
師
沢
に

至
る
東
信
連
(
束
信
歩
道
)
｣
と
称
す
る
歩
道
が
拓
か
れ

た
と
､
手
蔓
日
和
に
あ
り
ま
す
｡
日
電
歩
道
を
歩
く
と
､

た
し
か
に
右
庁
側
に
歩
道
跡
ら
し
い
の
が
見
ら
れ
る
所

が
あ
り
ま
す
｡

黒
四
計
画
は
､
昭
和
1
0
年
に
高
さ
1
2
0
m
の
重
力

式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
鑑
別
沢
ダ
ム
が
計
画
さ
れ
､
そ

の
後
､
日
本
発
送
電
㈱
か
ら
昭
和
2
3
年
に
上
流
黒
五
､

墨
ハ
､
黒
七
を
含
め
て
黒
部
川
喜
開
発
6
8
万
剛
案
の

構
想
､
昭
和
2
4
年
に
は

設
計
と
施
工
計
画
は
､
現
在
の
黒
四
に
非
常
に
近
い
も

の
で
､
大
町
側
か
ら
6
血
の
ト
ン
ネ
ル
を
2
本
掘
っ

て
､
1
本
は
分
水
用
､
他
の
1
本
は
道
路
と
す
る
計
画

で
し
た
｡

実
施
計
画

黒
四
計
画
は
､
昭
和
2
6
年
､
関
西
電
力
に
引
継
が

れ
､
関
西
電
力
初
代
社
長
に
就
任
し
た
太
田
坦
士
郎
氏

は
､
電
力
萎
口
と
し
て
の
強
い
使
命
感
に
燃
え
､
電

源
開
発
の
推
進
を
経
営
課
題
に
掲
げ
て
い
ま
し
た
｡

急
峻
な
地
形
､
薬
玉
聖
餐
∃
の
気
象
条
件
､
国
立
公
園

法
の
規
制
な
ど
､
い
-
つ
も
の
困
難
が
重
な
っ
て
い
ま

し
た
が
､
わ
が
国
土
木
建
設
史
上
か
っ
て
な
い
大
工
事

を
や
り
と
げ
る
だ
け
の
技
術
力
と
巨
額
の
工
董
貨
を
確

保
で
き
る
目
途
が
立
ち
､
一
刻
も
早
-
黒
四
建
設
工
事

に
着
手
し
な
い
と
､
数
年
後
に
関
西
の
電
力
は
危
機
に

瀕
す
る
の
で
､
全
社
的
に
黒
四
建
設
の
気
運
が
高
ま
っ

た
こ
と
を
北
畠
只
に
､
昭
和
0
0
年
秋
太
田
拍
荏
長
は
､
社

導
霹
し
て
の
大
工
事
に
踏
み
切
る
決
断
を
し
ま
し
た
｡

ダ
ム
形
式
は
建
設
工
期
が
短
-
経
済
的
な
ア
ー
チ

ダ
ム
､
高
さ
1
8
6
m
､
発
電
所
は
完
全
地
下
式
で

最
大
出
力
2
 
5
万
8
千
脚
(
3
号
機
ま
で
)
工
事
予
算

K
A
O
S
計
画
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
｡
K
A
O

s
と
は
､
K
(
里
蔀
川
)

-
A
(
青
木
湖
)
-
○

(
大
塩
貯
水
池
[
美

麻
]
)
-
S
(
犀
川
)
秦

意
味
し
て
お
り
､
水
量

の
豊
富
な
黒
部
川
の
余

剰
水
を
､
長
野
県
側
へ

分
水
し
ょ
う
と
す
る
総

合
開
発
計
画
で
､
こ
の

案
に
よ
る
黒
部
ダ
ム
の
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写真5大町ルート扇沢鉄橋　表層雪崩により100m
下流へ吹飛ぶ　昭和36年1月27日

3
7
0
億
円
､
昭
和
3
 
1
年
着
工
､
昭
和
3
8
董
刀
戌
と
い

う
計
画
で
し
た
｡

工
事
資
材
の
輸
送
路
は
､
宇
奈
月
ル
ー
ト
､
立
山

ル
ー
ト
､
大
町
ル
ー
ト
の
3
ル
ー
ト
を
比
較
検
討
し
､

輸
送
能
力
､
距
離
､
工
書
貫
､
冬
期
の
気
象
条
件
な
ど

か
ら
､
大
町
ル
ー
ト
と
し
ま
し
た
｡
(
写
真
4
･
5
)

か
っ
て
な
い
厳
し
い
環
境
で
の
大
規
模
工
事
で
あ
る

た
め
､
主
要
工
事
を
5
工
区
に
分
け
､
十
分
な
経
験
と

高
い
技
術
力
更
に
堅
実
な
経
営
基
盤
と
信
用
力
の
あ

北
ア
ル
プ
ス
　
空
撮
　
昭
和
3
 
2
年
8
月
2
 
9
日

る
襲
本
社
に
､
各
工
匿
里
独
襲
叩
で
発
注
し
ま
し
た
｡

㈱
間
組
-
黒
部
ダ
ム
ほ
か
/
鹿
島
建
設
㈱
-
ダ
ム

用
骨
材
の
採
取
･
製
造
･
運
搬
/
㈱
熊
谷
組
-
大
町
ト

ン
ネ
ル
､
黒
部
ト
ン
ネ
ル
･
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
上
流
側

/
佐
藤
工
業
㈱
-
黒
部
ト
ン
ネ
ル
･
水
路
ト
ン
ネ
ル
の

下
流
側
は
か
/
大
成
建
設
㈱
-
発
竃
所
､
変
電
所
､

開
閉
所
､
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
､
放
水
路
ほ
か

問
題
点
の
大
き
な
も
の

○
自
然
環
境
保
全

黒
部
ダ
ム
･
発
電
所
の
建
設
地
点
は
､
昭
和
6
年

に
制
定
さ
れ
た
国
立
公
園
法
(
昭
和
3
2
年
か
ち
自
然

公
園
法
)
の
特
別
地
域
と
し
て
厳
し
い
規
制
を
受

け
､
工
事
許
可
申
請
に
あ
た
り
､
自
然
環
境
を
保
全

す
る
た
め
､
ダ
ム
以
外
の
施
設
を
地
下
に
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
｡
(
積
雪
､
雪
崩
等
冬
期
の
厳
し
い
自

然
"
窒
口
を
避
け
る
と
と
も
に
､
外
部
の
急
峻
な
地
形

に
関
係
な
-
､
安
全
･
経
済
的
な
設
計
､
施
工
が
で

き
ま
し
た
)
厚
生
省
の
国
立
公
園
審
議
会
で
は
｢
残

り
少
な
い
秘
境
を
自
然
の
ま
ま
残
す
べ
き
だ
｣
と
い

う
強
硬
な
反
対
意
見
が
出
ま
し
た
｡
1
0
回
に
お
よ
ぶ

審
議
の
結
果
､
｢
日
本
経
済
の
復
興
の
た
め
､
ま
た

ご
-
一
部
の
人
だ
け
の
目
に
触
れ
て
い
た
秘
境
が
一

般
の
人
々
に
開
放
さ
れ
る
利
点
が
あ
る
｣
と
い
う
こ

と
で
､
諸
条
件
を
つ
け
て
許
可
さ
れ
ま
し
た
｡

昭
和
H
年
に
着
工
し
た
墨
二
発
電
所
の
ダ
ム
･
取

水
口
は
､
十
字
峡
付
近
(
写
真
6
)
で
申
請
し
ま
し

た
が
､
国
立
公
園
特
別
地
域
で
､
風
致
保
存
に
害
が

あ
る
と
し
て
許
可
さ
れ
ず
､
5
血
下
流
の
仙
人
各
地

古
だ
変
更
し
て
､
よ
う
デ
＼
厚
生
省
の
許
可
が
お
り

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
｡

黒
四
工
事
施
工
に
伴
う
詐
可
条
件
の
主
な
も
の

は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

･
ダ
ム
下
流
の
景
観
維
持
の
た
め
､
ダ
ム
か
ら
放
流

す
る
こ
と
(
昼
間
だ
け
ダ
ム
下
流
の
水
量
確
保
)

期
間
､
時
間
､
水
量
を
指
定
(
発
竃
量
の
減
少
に

よ
り
会
社
と
し
て
は
損
失
に
な
り
ま
す
)
下
流
の

山
霞
皿
の
洗
堀
と
､
ダ
ム
へ
の
振
動
の
伝
達
に
よ
る

ダ
ム
の
安
全
性
を
考
慮
し
て
､
噴
霧
状
で
放
流
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
｡
(
ダ
ム
観
光
客
に
と
っ
て

は
素
晴
ら
し
い
暴
観
に
な
っ
て
い
ま
す
)

･
貯
水
池
に
舟
航
施
設
を
設
置
す
る
こ
と

黒
部
湖
遊
覧
船
を
昭
和
也
年
7
月
か
ら
運
航

･
工
事
用
道
路
を
､
工
事
竣
工
後
は
国
立
公
園
の
利

用
に
供
す
る
こ
と

園
電
ト
ン
ネ
ル
亜
軌
条
電
車
(
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
)
秦

昭
和
3
9
年
8
月
か
ら
運
行

旧
日
電
歩
道
の
維
持

里
蔀
ダ
ム
-
仙
人
各
ダ
ム
の
1
 
6
･
6
h

貯
水
池
代
替
歩
道
の
設
置
･
維
持

タ
ン
ボ
沢
-
栗
沢
婁
口
の
1
 
5
血

工
事
用
専
用
道
路
(
大
町
ル
ー
ト
北
大
町
⊥
崩

沢
)
の
大
町
市
へ
無
償
譲
渡
･
公
道
化
(
現
在
の
県

道
大
町
ア
ル
ペ
ン
ラ
イ
ン
)

○
工
期
の
短
縮
と
確
保

当
時
の
電
力
需
田
霜
是
か
ら
､
昭
和
3
8
雲
刀
戌
は
絶

対
厳
守
と
投
下
畜
奉
の
早
含
意
回
収
も
必
要
で
し
た
｡

･
斬
新
な
設
計
と
最
新
鋭
の
大
型
土
木
工
事
機
械
の

外
国
か
ら
の
輸
入
､
工
期
1
0
年
を
5
年
に
短
縮

･
ド
リ
ル
ジ
ャ
ン
ボ
ー
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
全
断

面
掘
削
技
術
の
採
用
(
佐
久
間
ダ
ム
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
)

･
大
町
ト
ン
ネ
ル
の
ダ
ム
側
か
ら
の
掘
削

(
間
組
が
､
立
山
ル
ー
ト
か
ら
入
り
､
ポ
ッ
カ
､

木
馬
道
､
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
雪
上
輸
送
な
ど
､
苦

労
を
重
ね
て
現
地
に
資
材
を
運
び
､
ダ
ム
側
か
ら

迎
え
掘
り
を
実
施
し
ま
し
た
｡
〓
写
真
7
)

･
ダ
ム
完
成
前
の
昭
和
3
5
年
秋
か
ら
一
部
湛
水
を
開

始
し
て
､
ダ
ム
工
事
を
行
な
い
な
が
ら
の
薬
種
｡

(
昭
和
3
6
年
1
月
一
部
発
電
開
始
)

大
町
入
り
込
み
か
ら
工
春
霞
顎
へ

大
町
市
は
､
大
正
時
代
か
ら
電
源
開
発
の
土
地
で

高
瀬
川
に
発
電
所
が
次
々
と
建
設
さ
れ
た
頃
は
｢
束
信

景
気
｣
と
言
わ
れ
､
そ
の
後
､
昭
和
電
工
と
呉
羽
紡
績

の
｢
企
業
城
下
町
｣
と
な
り
ま
し
た
｡
昭
和
2
 
9
年
に
市

制
と
な
っ
た
大
町
市
は
､
関
西
電
力
の
計
画
を
受
け

て
､
昭
和
0
0
年
1
 
2
月
､
市
議
会
で
建
設
工
事
の
誘
致

を
決
定
し
ま
し
た
｡

･
関
西
電
力
で
は
､
大
阪
､
名
古
屋
､
冨
山
な
ど
か

ら
､
従
業
員
を
集
め
､
日
向
山
､
扇
沢
に
合
宿
所
､

大
町
市
内
に
社
宅
3
カ
所
､
鎧
戸
を
建
て
ま
し
た

が
､
住
宅
が
不
足
し
た
た
め
､
市
内
や
周
辺
で
民

家
を
借
り
上
げ
ま
し
た
｡
地
元
の
人
達
も
多
数
雇

用
さ
れ
ま
し
た
｡
建
机
要
本
社
も
同
様
で
し
た
｡

･
佐
久
間
ダ
ム
の
工
事
か
ら
､
熊
谷
組
と
間
組
関
係

者
が
大
町
へ
来
ま
し
た
が
､
飲
食
馨
口
も
一
緒

に
来
て
､
白
塩
町
に
は
｢
キ
ャ
バ
レ
ー
さ
-
ま
｣

が
で
き
､
生
バ
ン
ド
を
演
奏
し
て
い
ま
し
た
｡
芸

者
は
2
0
0
人
以
上
と
言
わ
れ
､
飲
食
店
､
料
亭

が
沢
山
あ
り
､
タ
ク
シ
ー
も
艮
-
利
用
さ
れ
､
市

内
商
店
街
は
活
気
づ
き
ま
し
た
｡

･
昭
和
3
0
年
に
3
0
,
7
2
2
人
で
あ
っ
た
大
町

市
人
口
は
､
工
事
最
盛
期
の
昭
和
3
5
年
に
は
､

3
5
,
1
5
1
人
で
し
た
｡

･
大
町
ル
ー
ト
の
起
占
ど
な
っ
た
北
大
町
に
専
用
停

車
場
を
建
設
し
て
､
国
鉄
信
濃
大
町
駅
か
ら
専
用

側
線
を
引
き
込
み
､
ダ
ム
用
バ
ラ
セ
メ
ン
ト
を
は

じ
め
､
工
事
用
替
訝
､
機
器
類
の
輸
送
基
地
と
し

ま
し
た
｡
こ
の
用
地
も
大
町
市
へ
無
鐘
譲
渡
さ
れ

大
町
市
文
化
会
館
な
ど
が
建
設
さ
れ
て
公
共
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡

･
ダ
ム
用
セ
メ
ン
ト
は
､
三
重
県
か
ゝ
克
貴
重
輸
送
し

た
の
で
､
国
鉄
中
央
線
､
大
糸
線
の
多
数
の
駅
の

退
避
線
の
延
伸
･
増
設
､
線
路
の
複
線
化
な
ど
か

黒
四
工
事
の
た
め
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
｡
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写
真
6
　
黒
部
峡
谷
　
下
の
廊
下
　
十
字
峡

(
左
　
棒
小
屋
沢
､
右
　
剣
沢
)

空
撮
　
昭
和
3
2
年
8
月
2
0
日

･
ダ
ム
仮
設
備
基
礎
部
の
山
霞
皿
を
､
一
斉
大
発
破
に

よ
り
掘
削
し
､
破
砕
帯
に
よ
る
工
期
の
遅
れ
を
一

瞬
に
し
て
堅
炭
し
ま
し
た
｡
工
事
記
録
の
映
像
で

こ
の
発
破
の
場
面
が
､
自
然
破
壊
の
イ
メ
ー
ジ
を

持
た
れ
ま
す
が
､
元
々
機
械
で
掘
る
計
画
を
､
ア

イ
デ
ィ
ア
に
よ
り
発
破
を
利
用
し
た
も
の
で
す
｡

･
工
期
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
に
､
黒
部
ト
ン
ネ

ル
の
掘
削
で
日
本
新
記
録
､
ダ
ム
コ
ン
ク
リ
ー
ト

打
設
で
は
世
界
新
記
録
を
出
し
ま
し
た
｡

･
工
事
用
の
道
路
･
ト
ン
ネ
ル
は
､
北
大
町
か
ゝ
ち
､

昭
和
3
4
年
に
3
年
4
ケ
月
で
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
ま

で
開
通
､
ダ
ム
は
昭
和
3
4
年
9
月
の
打
設
開
始
か

ら
､
1
年
余
で
湛
水
開
始
し
ま
し
た
｡

･
ト
ン
ネ
ル
開
通
前
の
峻
険
な
工
事
現
場
､
特
に
冬

営
作
業
地
占
が
ら
の
負
傷
者
や
病
人
を
運
び
出

す
た
め
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
利
用
さ
れ
､
昭
和
3
4

年
5
月
ま
で
､
0
0
数
名
を
運
び
｢
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
｣

の
さ
き
が
け
で
し
た
｡
ト
ン
ネ
ル
開
通
の
遅
れ
の

た
め
､
ダ
ム
地
点
へ
の
替
訝
輸
送
で
も
活
躍
し
ま

し
た
｡
3
,
0
0
0
m
級
の
北
ア
ル
プ
ス
を
飛
び

越
え
､
切
り
立
っ
た
峡
谷
冬
の
過
酷
な
天
候
の

中
で
の
危
険
な
飛
行
離
着
陸
に
､
朝
日
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
㈱
が
挑
戦
し
ま
し
た
｡

写
真
7
　
立
山
ル
ー
ト
木
馬
道
　
タ
ン
ボ
沢
-

ダ
ム
地
点
　
(
積
荷
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
)

昭
和
3
2
年
1
 
0
月

黒
四
の
危
機
は
､
三
度
あ
っ
た

○
大
町
ト
ン
ネ
ル
破
砕
帯
遭
遇
　
昭
和
3
2
年

太
田
垣
社
長
は
､
危
険
な
ト
ン
ネ
ル
切
羽
ま
で

入
っ
て
視
察
､
金
が
い
-
ら
か
か
っ
て
も
絶
対
に
破

砕
帯
を
突
破
す
る
決
意
を
内
外
に
表
明
し
ま
し
た
｡

｢
鉛
筆
1
本
､
紙
1
枚
を
節
約
し
て
､
黒
四
に
手
を

貸
そ
う
｣
と
い
う
運
動
が
社
内
か
ら
起
こ
り
､
労
働

組
合
も
全
面
的
に
協
力
し
ま
し
た
｡
こ
の
よ
う
に
全

社
一
丸
と
な
っ
て
､
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
ま
し
た
｡

○
世
界
銀
行
の
ダ
ム
設
計
変
更
要
求

昭
和
3
4
年
1
2
月
に
､
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
パ
ッ
セ
ダ

ム
(
ア
ー
チ
式
)
が
大
洪
水
で
崩
壊
｡
黒
四
工
事
は
､

世
界
銀
行
か
ら
塾
日
(
を
受
け
て
い
た
た
め
､
世
界
銀

行
は
黒
部
ダ
ム
の
安
全
性
を
危
ぶ
み
､
ダ
ム
の
高

さ
を
1
5
0
m
に
下
げ
る
よ
う
に
勧
告
し
て
き
ま
し

た
｡
断
れ
ば
塾
日
引
揚
げ
の
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
｡

高
さ
を
3
6
m
も
下
げ
る
と
､
貯
水
量
､
発
電
能
力
が

大
幅
に
減
少
し
て
事
業
が
成
り
立
た
な
-
な
る
の

で
､
初
代
黒
四
建
設
事
務
所
長
の
平
墓
見
一
郎
副
社

長
が
渡
米
､
世
界
銀
行
顧
問
団
に
対
し
て
､
英
語
で

堂
々
と
勧
告
撤
回
を
求
め
て
､
拍
手
で
受
入
れ
ろ
れ

ま
し
た
｡
し
か
し
､
ダ
ム
の
設
計
変
更
や
山
霞
皿
検
査

を
要
求
さ
れ
､
工
董
貫
が
増
え
ま
し
た
｡

*
世
界
銀
行
か
ら
､
延
机
堅
田
釜
と
し
て
3
7
0
0
万

ド
ル
､
当
時
の
為
替
は
､
1
ド
ル
3
6
0
円
の
超
円

安
の
固
定
レ
ー
ト
､
日
本
円
で
1
3
3
億
2
千
万
円

を
､
当
時
と
し
て
は
非
常
に
有
利
な
利
息
で
借
入
れ

し
て
い
ま
し
た
｡

○
伊
勢
湾
台
風
　
昭
和
3
4
年
9
月

鉄
道
網
が
寸
断
さ
れ
､
ダ
ム
用
セ
メ
ン
ト
の
肯
軍

輸
送
が
､
部
分
的
に
1
 
0
日
-
2
ケ
月
間
止
ま
り
､
工

期
が
守
れ
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸
際
で
し
た
｡
ダ
ム
そ

の
他
の
現
場
､
大
町
ル
ー
ト
な
ど
も
大
水
害
に
よ
り

大
被
害
を
受
け
ま
し
た
｡

圭
素
終
わ
っ
て

会
社
の
リ
ー
ダ
ー
が
立
派
で
し
た
が
､
現
場
で
は
関

西
電
力
､
建
設
会
社
と
も
､
従
業
員
各
人
が
､
そ
れ
ぞ

れ
の
持
場
で
最
善
を
尽
-
し
ま
し
た
｡
危
機
に
直
面
し

て
も
ひ
る
ま
な
い
不
屈
の
精
神
と
連
帯
が
､
黒
四
魂
(
ス

ピ
リ
ッ
ツ
)
と
し
て
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
｡
関

西
電
力
も
土
木
･
電
気
の
請
負
会
社
も
黒
四
で
の
貴
重

な
経
験
が
､
技
術
の
飛
躍
的
な
向
上
を
も
た
ち
し
､
黒

四
建
設
に
か
か
わ
っ
た
人
た
ち
は
｢
俺
は
黒
四
を
や
っ

た
｣
と
い
う
達
成
感
と
誇
り
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道

に
進
み
､
そ
の
経
験
､
技
術
､
精
神
を
国
内
､
海
外
の

現
場
に
引
継
い
で
い
き
ま
し
た
｡

黒
四
工
事
は
､
ト
ン
ネ
ル
破
砕
帯
の
苦
闘
､
ト
ン
ネ

ル
貫
通
の
時
か
ら
全
国
ニ
ュ
ー
ス
で
報
道
さ
れ
､
そ
の

後
多
-
の
メ
デ
ィ
ア
に
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
今
も
話

題
に
な
り
ま
す
｡
こ
ん
な
電
源
開
発
工
事
は
黒
四
だ
け

で
し
ょ
う
｡

関
頭
畳
里
…
四
雷
撃
事
務
所
に
薫
彪
天
な
工

事
記
録
写
真
類
図
章
備
口
壁
寸
の
保
存
に
努
め
､
山

岳
関
係
の
図
書
は
大
町
出
島
惜
揚
館
へ
寄
贈
し
ま
し
た
｡

昭
和
S
'
5
9
年
頃
で
し
た
か
､
関
西
電
力
の
錦
織
達

郎
北
陸
支
社
長
に
､
ダ
ム
打
設
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
･
バ

ケ
ッ
ト
の
現
地
保
存
を
お
願
い
し
､
環
境
庁
の
許
可
を

受
け
て
ダ
ム
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
｡

小
説
｢
黒
部
の
太
陽
｣
原
作
者
の
木
本
正
次
さ
ん
か

ら
相
談
を
受
け
､
私
は
著
作
権
者
代
理
人
と
し
て
､
信

濃
毎
日
新
聞
社
か
ら
の
出
版
に
協
力
し
ま
し
た
｡
黒
部

ダ
ム
の
魅
力
は
何
で
し
ょ
う
か
?
　
小
説
､
映
画
､
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
さ
､
ア
ー
チ
の
優
美
さ
､
観
光
放
流
､

周
辺
風
景
､
観
光
ル
ー
ト
､
そ
れ
ら
全
部
が
総
合
さ
れ

た
も
の
と
思
い
ま
す
｡

今
年
は
､
黒
四
完
成
5
0
周
年
､
大
町
市
内
で
つ
-
ら

れ
た
｢
-
ろ
よ
ん
5
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
｣
に

よ
り
､
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
｡
関

西
電
力
の
建
設
従
事
者
の
親
睦
組
織
｢
-
ろ
よ
ん
会
｣

は
､
5
0
周
年
記
念
と
し
て
最
後
の
合
同
懇
親
会
を
9
月

に
開
催
し
ま
す
｡

ダ
ム
の
減
価
爆
裂
日
産
耐
用
年
数
は
0
0
年
で
す
が
黒

部
ダ
ム
は
､
米
寿
､
白
寿
を
超
え
て
ず
っ
と
､
大
町
市

の
た
め
に
､
ま
た
､
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
日

本
の
た
め
に
働
き
ま
す
｡

黒
四
は
､
当
時
の
斬
新
な
技
術
に
よ
り
建
設
さ
れ
ま

し
た
｡
こ
れ
か
ち
も
黒
四
は
､
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
で
､

急
速
に
変
化
し
て
い
-
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
､
大
町
市
と

共
に
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
｡

(
関
西
電
力
-
ろ
よ
ん
会
信
濃
支
部
　
世
話
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